
： 例 会 日： 木曜日

： 午後 12:30開会

： 会.....場：ベルヴィ　アイトピア

第２２８６回 第 二 十 七 回 例会 （2013年 1月31日）

★ 点鐘 ★ 委員会報告

★ ロータリーソング斉唱...奉我等の生業 ★ 本日の卓話

★ 四つのテスト唱和 ★ 謝辞　　　　　　古沢勇治会長

★ 来訪者紹介..... 　　古沢勇治会長 ★ 出席奨励・スマイル委員会　野口一信委員長

★ 会長の時間.....　　古沢勇治会長 ★ 点鐘......　　 古沢勇治会長

★ 幹事報告... ... ....境野登章幹事

★ 点 鐘

★ ロータリーソング斉唱 ★ 来 訪 者 紹 介

元チュニジア大使の、小野安昭様が見えております。

この後に卓話をして頂きますので、宜しくお願い致します。

★ 会 長 の 時 間　 古沢勇治会長

　皆様、今日は！　本日の例会もこのように大勢のご出席を頂

き、心より感謝申し上げます。先週は永島パスト会長に「行田

RCの歴史についてお話して頂きました。私達が入る前の我が

クラブの様子が分かり、逆にこれからの我がクラブのあり方に

ついて考えさせられました。大変ありがとうございました。

　国際色豊かなお話を伺えると思いますのでお楽しみ頂きた

いと思います。

　本日の「会長の時間」ですが、「ロータリー理解推進月間」1

月最後の日ということで、それに因んだお話をさせて頂きます

。「ロータリーの友」1月号に月間の特集記事が載っています。

先日の碓井委員長の「友の読みどころの説明」と少しだぶるの

ではないかと思うのですが、24Pに「ロータリーを知らせよう」と

いうテーマの記事が掲載されています。最近よく耳にする「ロ

ータリーの公共イメージと認知度の向上」は、「国際ロータリー

戦略計画」の3つの優先項目の１つに挙げられています。これ

を受けて、第2570地区でも今月「公共イメージ委員会セミナ

ー」を開催しました。外部の人たちにどうしたらロータリーを知っ

てもらえるか。やさしいようで難しいことだと思います。ただ会員

がロータリーを学び、地域社会のニーズにあった活動をしてい

れば、それだけで一般の人々にロータリーのことを知らせるこ

とが出来るのか。いえ、それだけでは充分では無い気がします

。ではどうしたら？やはりそれらの活動の情報を、積極的に一

般の人たちに知ってもらう努力をしなければならないと思いま

す。

　最近では、インターネットを通して誰でも簡単に情報を発信

できる時代が来ました。ロータリーについても、ホームページや

フェイスブックなどで、自主的に情報を発信できます。ただ注

意が必要なことは、どのような情報をどのように発信するかとい

うこと。そして大切なことは、この情報を見たロータリーに関係

のない人たちが、どのように思うだろうか、そこまで考えて発信

する必要がありそうです。ましてや名称や数字などを間違って

発信したらどうでしょう。誤解を生じたり、逆に悪いイメージを持

たれたり、それこそお話になりません。注意が必要であります。

そして、田中作次RI会長がこう呼びかけています。「一人ひとり

のロータリアンが、ロータリーを通して経験した感動的な出来

事つまり「ロータリー・モメント」を紹介しよう！　そしてこのこと

は、昨年の友8月号でも次のように述べています。『ロータリア

ンのみなさん、ロータリーって何ですか。私がロータリアンにこ



～会長の時間　前のページより続き～

の質問をすると、いつも曖昧な答えが返ってきます。ロータリー

とは何か、なぜロータリーに入会したのか、皆が統一したメッ

セージを発信できるようになることを願わずにはいられません。

一人ひとりがロータリアンであることに充実感を覚え、明確で統

一されたメッセージを発信することができれば、すなわち、世

界中のすべてのロータリアンが各々の広報の担当者になるこ

とができたら、それらの一つひとつが結びつき、蓄積して、計り

知れないほどの効果が表れるでしょう。それは会員の増強と維

持につながるはずです。ぜひ皆さんのロータリー・モメントを、

ロータリアンはもとよりロータリアン以外の人にもご紹介ください

。』と結ばれています。

　因みに、私は何をもって感動したか、私のロータリー・モメント

は何なのか、考えてみました。特に涙が出るほどの感動は残

念ながら無さそうですが、ただ姉妹クラブとのお付き合いの中

で、先日の台湾訪問もそうですが、国同士がギクシャクしてい

ても台湾のメンバーに何事も無かったように飛行場で出迎えら

れ、握手を求められ、肩を抱かれ、満面の笑顔で話しかけられ

ると改めて国を超えて同じロータリーの徽章（バッジ）をしてい

る仲間なんだ！来てよかった！ロータリーに入っていてよかっ

た！と、心から思いました。これも私のロータリー・モメント一つ

だと思います。けっこう姉妹クラブや三クラブでの交流が好きな

ようです。　そこで行田ロータリークラブの皆様！ 自分だけの

ロータリー・モメントをいくつか用意しては如何でしょうか。

「ロータリーとは何か」と尋ねられたとき、心に残るロータリー体

験を話すことができたら、もうそれは素晴らしい、の一言だと思

います。

　本日は「ロータリー理解推進月間」に因み「ロータリーの公共

イメージと認知度の向上」に関するお話をさせて頂きました。こ

こで追加ですが、昨日国際ロータリー事務総長　ジョン・ヒュー

コ氏より、世界のロータリアンに向けたメッセージが配信されま

した。この数週間、主要誌および新聞などのメディアで、「ロー

タリーとポリオ撲滅活動」が取り上げられているという内容です

。私も今朝読みましたが、「タイム誌」をはじめ「ウオール・ストリ

ート・ジャーナル紙」、「ニューヨーク・タイムズ紙」、「ディスカ

バー誌」、「SET-TV（台湾テレビ放送局）」、「MBC（韓国テレ

ビ放送局）」、「コリアン・ヘラルド紙」などなどです。ソーシャル

メディアでは、ロータリーのフェイスブックについて「いいね！」

をクリックした人は200,000人を越え、「End Polio Now」のペ

ージの「いいね！」は22,000人に上っているそうです。幹事が

この記事を、会員皆様にメーリングリストで配信していますので

、ぜひご覧になって下さい。特に台湾テレビ放送局の、台湾の

ロータリアンがインドを訪れ、全国予防接種日の活動に参加し

た模様を台湾国内で放映した映像は、必見です。よろしくお

願い致します。これを持ちまして本日の「会長の時間」を終わら

せて頂きます。有難うございました。

★ 幹 事 報 告　 境野登章幹事

　皆様こんにちは。幹事報告を申し上げます。

　本日の例会は、元チュニジア大使、そしてプロバスクラブの

会員の方でいらっしゃる、小野安昭様に卓話をお願いしてあり

ます。小野様、この後の卓話をどうぞ宜しくお願い致します。

　次回例会の予定ですが、明後日の土曜日で、IM（インター・

シティ・ミーティング）が熊谷のホテルガーデンパレスにて行わ

れます。午後1時受付、午後1時30分点鐘です。欠席でお返

事を頂いた方でも、もしもご都合が付くようであれば、差支えあ

りませんので是非ご参加の程宜しくお願い致します。

　この後、宮内委員長より委員会報告がありますが、2月の週

報より会員の皆様の職業情報を順次お載せさせて頂こうと考

えておりますので、皆様の職業のPRにもなる事ですし、未だ送

って頂いてない方は早急にお送り下さるようお願い致します。

以上、幹事報告とさせて頂きます。ありがとうございました。

★ 委 員 会 報 告

職業情報委員会　宮内委員長

地区大会　黒渕陽夫副委員長



★ 本 日 の 卓 話

卓話講師紹介　小山博パスト会長

卓話講師　小野安昭
（日本チュニジア協会会長、元チュニジア特命全権大使）

★謝 辞　 古沢勇治会長

★ 出 席 奨 励 ・ ス マ イ ル 委 員 会

※出席状況報告 野口一信委員長

T ・ 正 会 員 数 55名

A ・ 85年規定承認者 12名

A ・ 理事会欠席承認者 0名

P ・ 本 日 の 出 席 者 32名

B ・ 各承認者の例会出席者 4名

MU ・ 本日のメーキャップ者 7名

本 日 の 出 席 率 83％

※ニコニコ報告　野口一信委員長

古沢会長
小野安昭様、クリスマス例会ではお世話になりま

した。本日も卓話ありがとうございます。

境野幹事
小野安昭様、本日は卓話ありがとうございます。

楽しみにしておりました。

プロバスク
ラブ小野安
昭様　

昨年12月のゴルフ大会及びクリスマス会では、

大変楽しいひと時をありがとうございました。

本日はよろしくお願い致します。

小林会員
今日1月31日は愛妻の日です。夫婦の絆を深め

て下さい。小野様、卓話ありがとうございます。

石渡会員
2月1日より交換学生のルニーさんが当クラブ湯

本会員宅に滞在します。よろしくお願いします。

内山会員 本日の例会よろしくお願いします。

黒渕会員

小野安昭様、本日卓話ありがとうございます。

2月7日（木）地区大会実行委員会全体会議が

2時よりアイトピアで行われます。

持田会員
第15回記念公募行田市美術展が8日からグリー

ンアリーナで開催されます。見に来て下さい。

小山会員
小野安昭様、本日は卓話大変ありがとうございま

す。心して聞かせていただきます。

清水義夫
会員

小野様、本日は卓話ありがとうございます。

チュニジアのお話を楽しみにしておりました。

山本会員
小野さん、本日は楽しみにしております。

ありがとうございます。

小菅会員 小野様、本日は卓話ありがとうございます。

大久保会
員

小野様、本日の卓話ありがとうございます。

中島会員　
小野様、卓話ご苦労様です。プロバスでも大変

お世話になり勉強させて頂いております。

大野会員 小野様、今日は卓話ありがとうございます。

鴨田会員 小野様、卓話ありがとうございました。

同文

山田会員、宮内会員、斉藤会員、小沢会員、

島崎会員、柿沼会員、鈴木克枝会員、渡辺会員

倉持会員、稲垣会員、橋本会員、碓井会員、

黒田会員、井上会員、野口会員、福島会員

本日のニコニコは、４０，０００円でした。

ありがとうございました。

★ 点 鐘 　 古 沢 勇 治 会 長



<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowPSXObjects true

  /AllowTransparency false

  /AntiAliasColorImages false

  /AntiAliasGrayImages false

  /AntiAliasMonoImages false

  /AutoFilterColorImages true

  /AutoFilterGrayImages true

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /All

  /Binding /Left

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /CalGrayProfile (None)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Warning

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /ColorACSImageDict <<

    /HSamples [

      1

      1

      1

      1

    ]

    /QFactor 0.15000

    /VSamples [

      1

      1

      1

      1

    ]

  >>

  /ColorConversionStrategy /sRGB

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageDict <<

    /HSamples [

      1

      1

      1

      1

    ]

    /QFactor 0.15000

    /VSamples [

      1

      1

      1

      1

    ]

  >>

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageMinResolution 300

  /ColorImageMinResolutionPolicy /Warning

  /ColorImageResolution 150

  /ColorSettingsFile ()

  /CompatibilityLevel 1.5

  /CompressObjects /Tags

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /CreateJDFFile false

  /CreateJobTicket false

  /CropColorImages true

  /CropGrayImages true

  /CropMonoImages true

  /DSCReportingLevel 0

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /Description <<

    /CHS <FEFF4F7F75288FD94E9B8BBE7F6E751F6210002000410064006F0062006500200050004400460020658768635E7653EF572851764E2D530562EC5D4C51655F0F75355F71300156FE5C42548C4EA44E9251437D20FF0C4F8B59828D8594FE63A5300188685355548C7FFB8F6C30028FD94E9B002000410064006F0062006500200050004400460020658768637B2654080020004100630072006F0062006100740020548C002000410064006F00620065002000520065006100640065007200200036002E00300020621666F49AD87248672C768489816C423002>

    /CHT <FEFF4F7F752890194E9B8A2D5B9A7522751F5305542B51675D4C5F717247300157165C644EE553CA4E9252D551437D200020002859828D8590237D503001886855AE548C6ED19F20630754116548679C7B49002900207684002000410064006F006200650020005000440046002065874EF6300290194E9B002000410064006F006200650020005000440046002065874EF682070020004100630072006F0062006100740020548C002000410064006F00620065002000520065006100640065007200200036002E00300020621666F49AD87248672C76F85BB93002>

    /DAN (Brug disse indstillinger til at generere Adobe PDF-dokumenter, som indeholder integrerede film, lag og interaktive elementer som f.eks. hyperlinks, formularer og Overgange. Disse Adobe PDF-dokumenter er kompatible med Acrobat og Adobe Reader 6.0 eller nyere.)



    /ENU (Use these settings to generate Adobe PDF documents that can include embedded movies, layers, and interactive elements such as hyperlinks, forms, and rollovers. These Adobe PDF documents are compliant to Acrobat and Adobe Reader 6.0 or later.)





    /ITA (utilizzare queste impostazioni per generare documenti Adobe PDF che includano filmati, livelli ed elementi interattivi incorporati, ad esempio, link ipertestuali, moduli e rollover. Tali documenti Adobe PDF saranno compatibili con Acrobat e Adobe Reader 6.0 o versioni successive.)





    /NLD (Gebruik deze instellingen voor het genereren van Adobe PDF-documenten die zijn geoptimaliseerd voor weergave op mobiele apparaten. Gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)









  >>

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.10000

  /DoThumbnails false

  /DownsampleColorImages true

  /DownsampleGrayImages true

  /DownsampleMonoImages true

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedJobOptions false

  /EmbedOpenType false

  /EmitDSCWarnings false

  /EncodeColorImages true

  /EncodeGrayImages true

  /EncodeMonoImages true

  /EndPage -1

  /GrayACSImageDict <<

    /HSamples [

      1

      1

      1

      1

    ]

    /QFactor 0.15000

    /VSamples [

      1

      1

      1

      1

    ]

  >>

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageDict <<

    /HSamples [

      1

      1

      1

      1

    ]

    /QFactor 0.15000

    /VSamples [

      1

      1

      1

      1

    ]

  >>

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageMinResolution 300

  /GrayImageMinResolutionPolicy /Warning

  /GrayImageResolution 150

  /ImageMemory 1048576

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /Quality 30

    /TileHeight 256

    /TileWidth 256

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /Quality 30

    /TileHeight 256

    /TileWidth 256

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /Quality 30

    /TileHeight 256

    /TileWidth 256

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /Quality 30

    /TileHeight 256

    /TileWidth 256

  >>

  /LockDistillerParams true

  /MaxSubsetPct 100

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageMinResolution 150

  /MonoImageMinResolutionPolicy /Warning

  /MonoImageResolution 300

  /Namespace [

    (Adobe)

    (Common)

    (1.0)

  ]

  /OPM 1

  /Optimize true

  /OtherNamespaces [

    <<

      /AsReaderSpreads false

      /CropImagesToFrames true

      /ErrorControl /WarnAndContinue

      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false

      /IncludeGuidesGrids false

      /IncludeNonPrinting false

      /IncludeSlug false

      /Namespace [

        (Adobe)

        (InDesign)

        (4.0)

      ]

      /OmitPlacedBitmaps false

      /OmitPlacedEPS false

      /OmitPlacedPDF false

      /SimulateOverprint /Legacy

    >>

    <<

      /AllowImageBreaks false

      /AllowTableBreaks true

      /ExpandPage false

      /HonorBaseURL true

      /HonorRolloverEffect true

      /IgnoreHTMLPageBreaks false

      /IncludeHeaderFooter false

      /MarginOffset [

        0

        0

        0

        0

      ]

      /MetadataAuthor ()

      /MetadataKeywords ()

      /MetadataSubject ()

      /MetadataTitle ()

      /MetricPageSize [

        0

        0

      ]

      /MetricUnit /inch

      /MobileCompatible 0

      /Namespace [

        (Adobe)

        (GoLive)

        (8.0)

      ]

      /OpenZoomToHTMLFontSize false

      /PageOrientation /Portrait

      /RemoveBackground false

      /ShrinkContent true

      /TreatColorsAs /MainMonitorColors

      /UseEmbeddedProfiles true

      /UseHTMLTitleAsMetadata true

    >>

    <<

      /AddBleedMarks false

      /AddColorBars false

      /AddCropMarks false

      /AddPageInfo false

      /AddRegMarks false

      /BleedOffset [

        0

        0

        0

        0

      ]

      /ConvertColors /ConvertToRGB

      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)

      /DestinationProfileSelector /UseName

      /Downsample16BitImages true

      /FlattenerPreset <<

        /PresetSelector /MediumResolution

      >>

      /FormElements true

      /GenerateStructure true

      /IncludeBookmarks true

      /IncludeHyperlinks true

      /IncludeInteractive true

      /IncludeLayers true

      /IncludeProfiles true

      /MarksOffset 6

      /MarksWeight 0.25000

      /MultimediaHandling /EmbedAll

      /Namespace [

        (Adobe)

        (CreativeSuite)

        (2.0)

      ]

      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK

      /PageMarksFile /RomanDefault

      /PreserveEditing true

      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile

      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile

      /UseDocumentBleed false

    >>

  ]

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0

    0

    0

    0

  ]

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXOutputConditionIdentifier ()

  /PDFXOutputIntentProfile ()

  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXTrapped /False

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0

    0

    0

    0

  ]

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /ParseICCProfilesInComments true

  /PassThroughJPEGImages false

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo false

  /PreserveFlatness true

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments false

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Preserve

  /UCRandBGInfo /Remove

  /UsePrologue false

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

>> setdistillerparams

<<

>> setpagedevice



